
日本共産党市議団の４人 前列左から長谷川剛、

坂本昌栄、後列左から菅井巌、加藤鉱一
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き
掛
け
る

等
、
ア
ッ

と
い
う
間

の
一
年
で

し
た
。

▽
大
軍
拡

と
国
民
負

担
増
の
新
年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
治
転
換
を
求
め

る
世
論
が
大
き
く
高
ま
り
政
権
を
追
い

詰
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
憲
法
に
基
づ
く

平
和
な
国
づ
く
り
、
命
と
暮
ら
し
を
守

る
県
の
施
策
を
更
に
前
に
進
め
る
年
に

す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
！

（
県
議

関

徹
）

▽
昨
年
は
、
４
月
の
選
挙
で
３
度
目
の

当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暖
か
い
ご
支
援
、
全
力
の
ご
奮
闘
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
昨
年
の
主
な
課
題
は
、
○
新
型
コ
ロ

ナ
。
○
物
価
高
騰
。
○
異
常
気
象
。
○

世
界
の
戦
争
と
日
本
の
大
軍
拡
等
、
文

字
通
り
未
曾
有
の
事
態
か
ら
、
平
和
と

県
民
生
活
を
守
る
事
で
し
た
。

▽
予
算
特
別
委
員
会
、
厚
生
環
境
常
任

委
員
会
・
産
業
人
材
確
保
生
産
性
向
上

対
策
特
別
委
員
会
で
質
問
を
お
こ
な
う

と
共
に
、
労
働
、
商
工
、
農
業
、
医
療

介
護
、
福
祉
、
女
性
等
、
各
分
野
の
団

体
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動
し
県
に
働
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四
年

元
旦

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

２
０
２
４
年

新
年
の
抱
負

衆
議
院
議
員

高
橋
千
鶴
子

昨
年
末
は
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
が
報
じ
た
パ
ー
テ

ィ
券
問
題
を
キ
ッ
カ
ケ

に
、
自
民
党
政
治
崩
壊
？

と
い
っ
た
局
面
に
。

企
業
団
体
献
金
も
、
政

党
助
成
金
も
受
け
取
ら
な

い
、
日
本
共
産
党
が
伸
び

ず
に
ど
う
す
る
？
と
背
中

を
押
さ
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

物
価
高
の
中
、
暮
ら
し

ど
う
守
る
？
ガ
ザ
の
惨
状

に
誰
も
が
胸
を
痛
め
て
い

る
と
き
、
超
長
射
程
ミ
サ

イ
ル
な
ど
軍
拡
予
算
を
前

倒
し
す
る
と
い
う
政
府
。

今
こ
そ
日
本
共
産
党
の

出
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。総

選
挙
が
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
も
勝
て
る
た
め

に
、
比
例
候
補
の
吉
田
恭

子
さ
ん
、
小
選
挙
区
候
補
、

地
区
の
み
な
さ
ん
と
力
あ

わ
せ
、
全
力
で
が
ん
ば
り

ま
す
。

参
議
院
議
員

岩
渕

友

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版

の
ス
ク
ー
プ
を
発
端
に
、

自
民
党
を
揺
る
が
す
大
問

題
と
な
っ
て
い
る
裏
金
疑

惑
。
徹
底
的
な
真
相
究
明

の
た
め
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券

購
入
禁
止
を
含
め
企
業
・

団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を

掲
げ
る
日
本
共
産
党
の
出

番
の
時
で
す
。

米
国
の
言
い
な
り
に
大

軍
拡
を
進
め
る
政
治
か
ら

憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平

和
外
交
へ
、
国
民
の
く
ら

し
よ
り
大
企
業
の
利
益
が

優
先
さ
れ
る
政
治
か
ら
く

ら
し
最
優
先
の
政
治
へ
。

こ
れ
ま
で
の
古
い
自
民

党
政
治
か
ら
新
し
い
政
治

へ
と
変
え
る
と
き
。
そ
の

た
め
に
も
来
る
べ
き
総
選

挙
で
高
橋
ち
づ
子
衆
院
議

員
の
宝
の
議
席
を
み
な
さ

ん
と
守
り
抜
き
、
さ
ら
な

る
躍
進
め
ざ
し
て
力
を
尽

く
し
ま
す
。

参
議
院
議
員

紙

智
子

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
春
か
ら
秋
の
被

災
３
県
ま
で
選
挙
が
続
き

ま
し
た
。

皆
様
の
奮
闘
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

今
年
は
国
政
の
変
革

を
！
「
福
島
原
発
汚
染
水

は
放
出
す
る
な
」
「
健
康

保
険
証
を
な
く
さ
な
い

で
」
「
消
費
税
減
税
、
イ

ン
ボ
イ
ス
ス
ト
ッ
プ
！
」

「
お
金
は
軍
事
よ
り
命
を

支
え
る
医
療
・
介
護
、
農

業
、
子
ど
も
に
」
「
賃
金

上
げ
ろ
」
の
声
が
渦
巻
い

て
い
ま
す
。

自
民
党
は
ア
メ
リ
カ
と

財
界
い
い
な
り
に
大
軍
拡

に
邁
進
し
、
裏
金
作
り
で

旧
来
の
金
権
政
治
に
明
け

暮
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
き
づ
ま
っ
た
政
治
を

希
望
あ
る
政
治
に
。
憲
法

生
か
し
、
安
心
で
き
る
日

本
へ
、
日
本
共
産
党
の
躍

進
で
政
治
を
変
え
ま
し
ょ

う
。



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は

日
、
閉
会
し
ま
し

22

た
。市

当
局
提
案
の
議
案

は
、
議
会
最
終
日
に
追
加

提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
１

件
、
条
例
３
件
を
含
め
、

計

件
が
原
案
ど
お
り
可

70
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
２
件
の
う
ち
、

「
医
療
機
関
・
介
護
施

設
へ
の
支
援
の
拡
充
と
、

患
者
・
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
し
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ

る
た
め
の
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願
」
（
山
形

県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長
・
渡
辺
勇

仁
）
は
、
全
会
一
致
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
は
、

「
医
療
機
関
・
介
護
施

設
・
障
害
福
祉
施
設
へ
の

支
援
の
拡
充
と
、
患
者
・

利
用
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
等
の
大
幅
な
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
」、

「
学
校
に
お
け
る
教
員

不
足
と
長
時
間
労
働
解
消

の
た
め
に
教
職
員
定
数
改

善
と
国
の
教
育
予
算
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」
が
、
全
会

一
致
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
侵
攻
停
止
は
市
民
の

願
い
」
３
会
派
が
賛
成

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
『
ガ

ザ
』
パ
レ
ス
チ
ナ
軍
事
侵

攻
の
即
時
停
止
と
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
自
由
と
平
和
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
」
（
金
内
光

也
）
は
、
共
産
党
市
議
団

な
ど
賛
成
８
、
反
対

で
17

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論
で
、

長
谷
川
剛
議
員
（
共
産

党
）
は
、
「
請
願
は
、
国

連
を
は
じ
め
国
際
社
会
が

求
め
る
事
項
で
あ
り
、
平

和
を
求
め
る
多
く
の
市
民

の
願
い
」

南
波
純
議
員
（S

DG
s

鶴

ヶ
岡
）
は
、
「
宗
教
的
、

民
族
的
、
歴
史
的
に
中
立

的
な
立
場
を
と
れ
る
日
本

政
府
こ
そ
が
、
両
者
の
停

戦
、
和
平
、
根
本
的
な
解

決
に
向
け
た
外
交
努
力
を

す
べ
き
」

草
島
進
一
議
員
（
市
民

の
声
・
鶴
岡
）
は
、
「
停

戦
と
、
そ
の
先
の
平
和
の

ゴ
ー
ル
の
道
を
示
し
て
い

る
請
願
で
あ
り
、
平
和
都

市
宣
言
の
鶴
岡
市
か
ら
声

を
あ
げ
る
べ
き
だ
」

反
対
討
論
で
、

五
十
嵐
一
彦
議
員
（
創

政
ク
ラ
ブ
）
は
、
「
ど
ち

ら
に
非
が
あ
る
か
を
正
し

く
判
断
す
る
こ
と
は
不
可

能
。
一
方
に
偏
っ
た
も
の

に
は
同
意
で
き
な
い
」

黒
井
浩
之
議
員
（
公
明

党
）
は
、
「
請
願
は
ハ
マ

ス
を
非
難
す
る
こ
と
な

く
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
立
場

の
み
主
張
す
る
も
の
で
、

す
で
に
日
本
政
府
は
外
交

的
努
力
を
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

多
く
の
自
治
体
議
会
か

ら
、
即
時
停
戦
を
求
め
る

決
議
が
可
決
さ
れ
、
「
対

立
」
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
で

は
、
平
和
の
願
い
を
実
現

で
き
ま
せ
ん
。

億
４
千
万
円
追
加

17
議
会
最
終
日
に
提
案
さ

れ
た
追
加
議
案
は
、

・
市
職
員
給
与
条
例
の
一

部
改
正
は
、
国
家
公
務
員

に
準
じ
て
、
本
市
職
員
の

給
料
月
額
並
び
に
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給

率
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

・
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
は
、
戸
籍
法
の
改
正

を
受
け
、
国
の
戸
籍
情
報

を
各
自
治
体
で
も
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

証
明
書
の
交
付
等
に
係
る

手
数
料
を
定
め
る
も
の
。

・
市
国
保
税
条
例
の
一
部

改
正
は
、
出
産
時
に
お
け

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減

額
で
、
出
産
前
後
の
４
月

分
（
多
胎
妊
娠
６
月
分
）

の
所
得
割
額
及
び
均
等
割

額
を
減
額
す
る
も
の
。

追
加
提
案
さ
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、

億
17

４
１
７
２
万
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
７
７

１
億
１
７
８
９
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

国
の
補
正
予
算
成
立
に

伴
い
、
原
油
価
格
物
価
高

騰
等
対
策
関
連
事
業
は
、

億
８
８
９
０
万
９
千
円

16で
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

・
交
通
輸
送
対
策
事
業
２

０
０
万
円
（
免
許
取
得
補

助
金
）

・
障
害
者
施

設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援

事
業
１
４
６

９
万
円

・
低
所
得
世

帯
物
価
高
騰

対
策
支
援
金

給
付
事
業
12

億
８
６
２
７

万
円
（
国
制

度

億
３
３

12

７
７
万
円
、
制
度
対
象
外

５
２
５
０
万
円
）

・
高
齢
者
施
設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
２
３
２

９
万
円

・
児
童
福
祉
施
設
等
物
価

高
騰
対
策
事
業
２
６
９
０

万
円

・
次
期
作
土
づ
く
り
緊
急

支
援
事
業
４
８
４
０
万
円

・
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
２
５
０
４
万
円

・
魚
の
お
い
し
い
ま
ち
鶴

岡
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
３

２
０
万
円

・
物
価
高
騰
対
策
消
費
喚

起
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
２
億

５
９
１
１
万
９
千
円

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
12月21日入札分

・不良住宅解体工事（新形町）（新形町地内）（入札8業者うち5業者辞退）
(株)有賀組 4,400,000円（4,440,000円）工期～6/3/22（落札率99.10％）

契約管財課入札結果（ ）内は予定価格
12月21日入札分

・旧由良小学校地盤安定解析等設計業務（由良地内）（入札19業者うち6業者辞退）
応用地質(株)山形営業所 6,900,000円（12,090,000円）

期間～6/3/25（落札率57.07％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月18日入札分

・市集落排水事業 田川地区清水№35-1号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（中清水地内）（入
札6業者）
森建設工業(株) 14,300,000円（14,610,000円）工期～6/3/29（落札率97.88％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月13日入札分

・三瀬地内径100粍配水管移設工事（三瀬地内）（入札3業者）
(有)山東設備 26,600,000円（27,070,000円）工期～6/3/29（落札率98.26％）

市議会女性議員４人と議会事務局長が、「鶴

岡シルクスカーフ」を着用して本会議に臨み

ました。（右から２人目が坂本昌栄議員）

２０２３年１２月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 無所属 公明党 創政クラブ
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イスラエルの「ガザ」パレスチナ軍事侵攻の即時停止とパレ

スチナの自由と平和を求める意見書の提出を求める請願 ○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●
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長


